


























を み る と, 小原(1996)は組織の重要性として,
① 一般に中小企業は資本, 情報収集, 技術力な
どが弱く,組織があることで外部に対して強い
力を持つことができる, ② 生 産・加工・販売な
どの共同事業は, コスト削減による経営の合理
化 を 図 る こ と が で き る,③各企業の意見や要
望を国や地方公共団体の中小企業施策に反映さ
せ る こ と が で き る こ と を 指 摘 し,地場産業の活
性化には産地組合などの果たす役割が大きいこ
















か ら, 地場産業産地の存続基盤に関しては, 原
材料, 技術伝承・後継者育成, 製品・流通, 組
織体制の各視点から分析する必要があると考え
る。 本研究では秋田杉桶樽産地を事例として検













お く と ,秋田杉桶樽協同組合では 「桶」 とは樽
(くれ)と呼ばれる単冊状の小幅の板を輪状に並
べて立てて, 細長く割つた竹をひも状に して締





伝統技術による桶樽業者の分布を ( 財 ) 伝 統
的工芸品産業振興協会発行の『全国伝統的工芸
品総覧1999年版』からみると, 能代市,大館市,
横手市, 山形市, いわき市, 栃木市, 栃木県南
河内町,野田市, 三重県関町, 滋賀県電王町, 奈





















術伝承 ・ 後継者育成, 製品 ・ 流通, 組織体制に
つ いて明らかにすることを日的とする。
2 .  秋田杉桶樽産地の概要
桶樽の発生は鎌倉時代の初め頃と考えるのが




か ら な い が,野添(1989, 1991)と成田(1996)
は, い く っかの古文書などから断片的に事実を
記している。 1979̃1980年に行われた『秋田県





ている。 さ ら に「佐竹藩事績年表No.3」に よ る
と ,1634(寛永11)年に秋田藩主佐竹氏は秋田
杉の名が次第に高まり っつあるのをみて, 能代







































わ か ら な い が, 能代・大館の桶樽業者は千葉県
野田 ・銚子で醤油の醸造に使用するための桶樽
















おひつ, すし桶, 演物桶, た ら い, 酒樽などで







に み る と ,能代市6,大館市6,横手市3, 増田


























材料としては 「天然秋田杉」 , 「秋田杉」, 真 竹 ,
4





料の入手形態, 入手材, 入手先, 入手回数につ
いて,事業所ごとに示したのが第1表である。こ



















































































































1 相 〇 〇 B 0 c 〇
2 樽 〇 〇 〇 c A A 〇 E E 〇 E
3 樽 〇 〇 A 〇 〇 E
4 樽 〇 〇 〇 A 〇 〇





6 樽 0 〇 E B 〇 D





8 桶+樽 〇 〇 〇 〇 E E E 〇 E 〇 E
9 桶+樽 〇 〇 0 E E 〇 E 〇 E
10 柄 〇 〇 E 0 〇
間き取り調査よ り作成
注 入 手 回 数 ( A : 年 1 回  B : 年 2 回  C : 年 3 回  D : 年 1 0 回  E : 適 宣 )














1 m3 ( 3 .6石)あたりの「天然秋田杉」の相場は
5̃10万円,「秋田杉」はl万円前後である。各
事業所で 「天然秋田杉」の年間使用量は把握し
て い る が, その量を一度に購入することは難し
い。 その理由として,「天然秋田杉」 は, ① 市
場への供給量が少ないこと , ② 高 価 な た め 零
細事業所では大量に購入することが困難である
こ と ,③家具や建具製造業などの他業種との
争 奪 が 激 し く 入 札 か ら 外 れ る こ と が 多 い こ と,
な ど に よ り, 分散して補充するというパタ ー ン
をとらざるを得ない状況にある。 このような状
況 と と も に,束北森林管理局は2012年から国有
林における 「天然秋田杉」 の伐採中止を発表し
て ぉ り, 主原料をどのように確保していくかが
今後の重要な課題である。 現在, 大量に使用す
る樽部門の一部の事業所では 「秋田杉」 を実験
的 に 導 入 し て い る と こ ろ も あ る。 また, コ ス ト
削減を目指す事業所では, 祝い樽の場合は1回
限りの使用となる上に, 樽の外側を包装して使
用することが多く,  「天然秋田杉」で な く て も 良
い と い う こ と か ら, 「秋田杉」を意図的に入手し
ている。この状況とは逆に, 後継者を持たず, 事
業主の高齢化が進んでいる事業所では, 「天然秋




















桶樽の高さに合わせて, 二人挽き の 「台切り大
鋸 ( だ い ぎ り ぉ ぉ が )」 を用いて切る 「玉切り」
完 成
第 1 図  秋田杉桶樽の生産工程
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という作業を行う。 次に, 「玉切り」された丸太
に 「墨かけ」 して 「平錠(ひらなた)」 と 「木槌
(きづち)」を用いて8等分に割る「蜜柑割り(み
かんわり)」 と い う 作 業 を 行 う 。
樽(くれ)加工では, 「蜜柑割り」した材に「曲
が り 能」 を用いて細かく割り, 湾曲した木片の
「樽 ( く れ )」を作る。 木目の出し方によって「柾







で割つたままでは粗面であり, また, 厚 さ も 不
揃いのため,「銑(せん)」 という道具を用いて,
樽の内側と外側の面を滑らかにする仕上げ削り
を 行 う 。 このとき外側を削ることを 「外銑がけ
(そとせんがけ)」 ,内側を削ることを「内銑がけ





らわずかに出ている「正 直 台 ( し ょ う じ き だ い )」
という道具を用いて合わせ日を削り , さ ら に,
「けがた」と呼ばれる定規を使つて合わせ日の角
度を測つていく 。 この作業を数度繰り返し, 正
確な形に整形していく 。 この作業は長年の経験
と勘を要する作業である。










筒状の外枠を作つていく 。 次に, 形が崩れない
よ う に 「銅箍」 で仮止めしておく。次に底板を
入れる位置に切り込みを入れる 「蟻 切 り ( ち ょ
う ぎ り )」と呼ばれる作業を行う。 次に, 事前に
加工した竹を桶樽の外径に合わせて竹を少し長
めに切り, 編んでいく 。編み方には, 「ね じ り 編




い桶樽には 「 ぐい編み」 の箍が用いられる。 次
に,編んだ竹の箍を桶樽の外側にはめ, 「木槌」





側 に ウ レ タ ン や 漆 な ど を 塗 り , 完成する。
一連の作業工程は, 1つの製品に対して順番
に行われるわけではなく , 1つの工程を半日か








第 2 表  職人別技術習得先
技術習得先
能代 大館 総数
男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数
家 4 ( 2 5 . 0 ) 3 ( 7 5 . 0 ) 7 ( 3 5 . 0 ) 5 ( 2 7 . 8 ) 0 5 ( 2 7 . 8 ) 9 ( 2 6 . 5 ) 3 ( 7 5.0) 12 ( 3 1 . 6 )
師匠 1 (  6.2) 0 l (  5.0) 1 (  5.6) 0 1 (  5.6) 2 (  5.9) 0 2 (  5.3)
2 3 ( 6 0 . 5 )会社 1 1 ( 6 8 . 8 ) 1 ( 2 5 . 0 ) 1 2 ( 6 0 . 0 ) 1 l ( 6 1 . 1 ) 0 1 1 ( 6 1 . 1 ) 2 2 ( 6 4 . 7 ) 1 ( 2 5 . 0 )
家との師匠
の双方
0 0 0 l (  5.6) 0
0
1 (  5.6) l (  2.9) 0 1 (  2.6)
総数 16 ( l00 .0 ) 4 ( l 0 0 . 0 ) 20(100.0) 18(100.0) l 8 (100.0) 34(100.0) 4(100.0) 38(100.0)








社」とは就職先で技術を習得した場合, 「家 と 会






で64.7% を占め, 次 い で 「家」が9人で26.5%
となっている。 この2つの技術習得先で9割を
占める。一方, 女子職人は4人で, そのうち最
も多い技術習得先は 「家」 の3人で75.0% を占
める。女子職人の「家」 と い う の は, 結婚後に
夫から技術を習得したものである。全体として




秋田杉桶樽職人の技術伝承には 「会社」 と 「家」






































第 2 図  従事者の年齢別人口構成
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と(第3表) ,  従事者1人の事業所から最大9人
の事業所まで存在している。 特に大きな偏りは
な い が, いずれも秋田杉桶樽産地の事業所は零
細規模であるといえる。 従事者1人の事業所の
構成は 「事業主のみ」,2人の場合は 「事業主+
第 3 表  従事者数別事業所数
従事者数 能代 大館 総数
1 2 ( 4 0.0) l ( 2 0 .0) 3 ( 3 0 . 0 )
2 ( 2 0 . 0 )
1 ( 1 0 . 0 )
2 1 ( 2 0 . 0 ) 1 ( 2 0 .0)
3 0 1 ( 2 0 .0)
4 0 1 ( 2 0 . 0 ) 1 ( 1 0 . 0 )
7 1 ( 2 0 . 0 ) 0 1 ( 1 0 . 0 )
9 1 ( 2 0 . 0 ) 1 ( 2 0.0) 2 ( 2 0 . 0 )
10(100.0)総数 5 ( l 0 0 . 0 ) 5 (100 .0)
単位 : 事業所, ( ) 内は %
聞き取り調査より作成
妻」 または 「事業主 十 子」, 3人の場合は 「事業
主 十 子十 雇用1人」, 4人の場合は「事業主 十 雇
用 3 人」,7人の場合は「事業主+妻十子十 雇用
4人」,9人の場合は 「事業主 十 妻十 子十 雇用6
人」 または 「事業主 十 雇用8人」 と な っ て い る。
後継者を持たない事業所または雇用しない事業

















桶,演物桶, 酒樽, 醤油樽などであるが, 近年
では伝統的な桶樽に加えて, 酒器, ビール ジ ョ ツ
キ, ワ イ ン ク ー ラ ー,掛時計, 花 器 , 傘 立 て , プ
ラ ン タ ー ボックス, 上底樽, 茶托などの製品も
販売されている。 ここでは, 多種多種な製品を
次 の よ う に 分 類 す る 。 ① 従 来 か ら あ る ぉ ひ
つ・湯桶 ・ 演物桶 ・ 酒樽などの伝統的な製品で
ある 「伝統桶樽製品」,②伝統的な桶や樽の製
品を基盤として形状などを工夫した酒器 ・ ビー
ル ジ ョ ッ キ ・ ワ イ ン ク ー ラ ー ・ 花器 ・ 傘立て ・
プ ラ ン タ ーボ ッ ク ス  ・上底樽などの製品である
「伝統桶樽の一部を工夫した製品」, ③ 伝 統 的
な桶や樽を製造する技術とは異なり , 天然秋田
杉や秋田杉材を生かして開発した茶托や箸置き
などの製品である 「小物類」 とする。 この区分
を使用して各事業所の製品分類について示した














































2 〇 〇 上底樽
3 〇 〇 銚子樽 (1合, 2 .5合など小さいもの)
4 〇







〇 〇 〇 風呂桶
0 〇 〇 風 呂 桶 ( 青 森 ヒ バ )








家庭用柄 (すし飯切り, 演物柄など) 2 ( 2 0 . 0 ) 0 0
業務用柄 1 ( 1 0 . 0 ) 0 0
教材用柄 0 1 ( 1 1.1) 0
風呂柄
酒器
0 l ( l 1 . 1 ) 0
1 ( 1 0 . 0 ) 1 ( 1 1 . 1 ) 0
酒樽一斗 3 ( 3 0 . 0 ) l ( l 1 . 1 ) 1 ( 2 0 . 0 )
酒博二斗 1 ( 1 0 . 0 ) 3 ( 3 3.3) 1 ( 2 0 . 0 )
酒樽四斗 1 ( 1 0 . 0 ) 0 2 ( 4 0 . 0 )
酒樽四斗上底二斗 0 1 ( 1 l . 1 ) 1 ( 2 0 . 0 )
銚子樽1合
祝博2.5合
1 ( l 0 . 0 ) 0 0
0 1 ( 1 1.1) 0
総数 10(100.0) 9(100.0) 5 ( l 0 0 . 0 )




れぞれ回答事業所総数を100% と し た。 各事業
所における売上量の上位3位以内には家庭用















場合は, 酒樽一斗, 酒樽二斗, 酒樽四斗などと
形と大きさが決まってぉり, 価格の安さで酒造
業者などに選択されることが多い。

















第 3 図  秋田杉棚樽の流通販売経路
聞き取り調査より作成
a ̃hが経路番号
























8 0 0 〇 〇 0
9 〇 〇 〇 〇 0































第 1 階 層








所間での資材のや り と り な ど の 協 力 が あ る 反
面,取引先の争奪など競争の激しい面もあるこ
とを指摘した。 秋田杉桶樽産地においては事業










織の構成を図化し, それを示したのが 第 4 図 で





秋田伝統工芸士会 (秋田杉 ,t而樽・川連漆器・大館曲げわっぱ・ 樺細工)
間き取り調査よ り作成










り, 秋田県ク ラ フ ト 協 会, 秋田伝統工芸士会''3




























年), 第三次(1998̃2002年) , 第四次(2003年
̃) と な っ て い る。
秋田杉桶樽の生産にとって必要な主原料の
「天然秋田杉」 材の共同購入は毎年行つている。

























め, 能 代 ・大館 ・ 横手の3地域に分け, 各地域
ごとに伝統工芸士が指導者となり, 道具の使い
方や技術を実践して習得させるものである。
能代 ・ 大館における秋田杉柄樽産地の存続基盤 I3
販路拡大に関して,秋田杉桶樽協同組合が独
自で行うイベントはないが,他の組織が中心と














である。 こ れ を み る と, 最も回答の多いのは「伝
統を維持しながらも新しいものを取り入れる必
要性がある」 で あ り , 次 い で 「新しい販路の拡
大を図る必要がある」, 「後継者不足」, 「従事者




a b c d e f g h i 1 k ]
0
m n
1 0 0 0 〇
0
0
2 〇 〇 0 0
C
0 0 0
3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0 〇
4 〇 〇 0 0
0
c
5 〇 〇 0 〇 〇
6 〇 〇 0 0 0 〇 0 0
7 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
8 〇 〇 C' 〇 〇 〇 〇
9 〇 0 0 0 〇
10 0 〇 〇 〇

























































を み る と ,多くの事業所では, 実演や通信販売
など販売方法の多様化を図ること, 消費者の要
























けて, 樽部門の一部の事業所では 「秋田杉」 を
実験的に導入しているところや意図的に使用し













主要製品はおひつ, すし桶, 演物桶, 酒樽な

































で き な い こ と で あ り ,  行政なども含めた体制を
構築し, 振興計画を立てていくことが必要であ
る と 考 え る。 また, 現在, 伝統技術による桶樽
業者は東北から九州地方にかけて分布している
が, いずれも事業所数と従事者数の規模は極め
て 小 さ い。 そのなかで秋田杉桶樽産地は大館か
ら能代にいたる地域に 20を超す事業所が集中
し, 東北から中部地方までを販路とする事業所
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